
改善計画書

　　　　　　　　　　　　　　　  施設名　社会福祉法人弘仁会　滝之原保育園    　　　　（担当者　　前田　博美）　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （作成年月日　令和　２年　１１月　３０日作成）

施設コメント

1 ・理念、基本方針が平易な言葉で理解しやすい内容で文書化され、広く周知されている。（保育園のしおり等保護者に配布）また、事業計画も保護者に等に周知を促している。
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3 ・職員の就業状況や働き方の意向に配慮し、「働きやすい職場づくり」のために組織的な取り組みを行っている。有給取得を計画的取り組み、残業無し、持ち帰り無しの仕事環境の工夫（ワークライフバランス）を行っている。

4 ・子ども（保育園）と地域との交流が明文化され積極的に交流を行っている。（ボランティアの受け入れ・各関係機関との連携:教育センター・老人会・老人ホーム交流・未就園児の受け入れ:なかよし広場・運営委員会の開催）
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課題・改善点 達成目標 期間 開始時期 達成時期 改善スケジュール（人・予算・情報・手順等） 担当  

1
プライバシー保護の姿勢が盛り込まれた手順書
の再検討と作成について

乳児の手順書の見直しと幼児の手順書の作成
を行う

1年 2021年4月 2022年3月
乳児部会・幼児部会を中心に、プライバシー保護の観点が盛
り込まれた手順書の作成を年間計画に盛り込んで保育園とし
ての手順書を完成させる

主任・乳児主任
幼児主任

2 ヒヤリハットの積極的な収集について
事故前の気づきをたくさん出し、安全な対応
につなげていく

1年 2021年4月 2022年3月
毎日のミーティング時に環境や子供の行動等で気になったことにつ
いて出し合う。また、小さなけがなどを防ぐ手立てなどの改善策を
出し合い話し合い記録に残していくようにする

主任

3
退園・卒園後の子どもや保護者の相談窓口
体制の整備

退園・卒園後の相談窓口体制があることの
周知を図っていく

１年３カ月 2020年12月 2022年3月
園内に相談窓口があり、いつでも担任保育者やコーディネー
ター・園長・給食担当等が相談担当として相談に乗っている
ことを知らせて周知を図っていく（便り配布）

園長・主任
（コーディネーター
保育者・栄養士）

4 意見箱の設置個所等の見直し
職員から見えにくく保護者から入れやすい
場所に設置する

1か月 2020年12月 2021年1月
意見箱の所在を保護者に周知してもらう（保育園便りに掲
載）とともに意見箱をどのように活用していくのかを検討す
る

園長・主任
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1 中・長期計画の策定について 職員参画のもと中・長期計画を策定する ３年 2021年4月 2024年3月
単年度計画の課題から改善計画書を作成し、そのことを
盛り込んだ中・長期計画を職員参画のもと策定していく
ようにする

園長・主任

2
単年度の事業計画のPDCAサイクルに基づいた取り
組みが行われているように改善計画についても計画
的に取り組む仕組みづくりをする

改善すべき課題共有し改善計画書を作成し
計画的な改善に取り組む

1年 2021年4月 2022年3月
2020年度末課題を共有し改善書を作成し、その計画書に基
づいて取り組んでいく。その中での新たな課題等については
記録を取り検討課題とし取り組んでいく。

園長・主任

3
実習生の育成についての体制強化と人材確保の
計画的な採用に向けての取り組みについて

実習指導者研修の受講の検討をし育成の強化
を図る。また、保育実習から採用につなげる
アプローチの検討に取り組む。

３年 2021年4月 2024年3月
実習指導者研修の受講の計画を立て指導の強化体制を構築する。ま
た実習生の受け入れ時の学校へのアプローチ。
実習生へのアピールとアプローチ。

園長・主任・保育者

4 災害時の備蓄について
災害時の3日分の備蓄品のや備蓄量のリストの
整備をする

1年 2021年12月 2022年12月
備蓄品や備蓄量について法人とも話し合い、リストを作成し
備蓄品の量・種類の充実を図る

園長・主任

5

1 ホームページの作成
法人本部の予算化のこともあるので相談をし
ながらホームページを作成し保育園の情報を
提供する

３年 2021年4月 2024年3月 法人で予算化をし、ホームページを作成する 園長
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改　　　善　　　事　　　項　　　等

・保護者が安心して預けられるよう送迎時、積極的に保護者とコミュニケーションをとるように努めると共に、毎日のミーティングで職員の共通認識・理解を深め、改善に向けた取り組みが組織的に行えるように努めている

・保育の質の向上に向けた取り組みを行っている。行事ごとに保護者の意見を聞いたり、保護者からのアンケートを取り保育の振り返りをしながら課題を話し合い改善に向けた取り組みをしている。（計画的な職員研修:キャ
リアアップ研修参加などを含む・・・・毎月の指導計画の見直し・単年度事業計画は年度末に評価・反省を行いPDCA サイクル基づいた取り組みが行われている）
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